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国
民
健
康
保
険
は
、
け
が
や
病
気
を
し

た
と
き
に
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
国
や
道
と
市
が
負
担
す
る
ほ
か
、

加
入
者
の
皆
さ
ん
が
保
険
税
を
出
し
合
い
、

お
互
い
に
助
け
合
う
社
会
保
障
制
度
で
す
。

保
険
税
の
一
部
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
や
介
護
保
険
制
度
の
支
援
に
も
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

区分（対象）
基礎（医療）分 後期高齢者支援金等分 介護納付金分（40～64歳）

Ｈ26年度 Ｈ27年度 差 Ｈ26年度 Ｈ27年度 差 Ｈ26年度 Ｈ27年度 差
所得割（所得に対して
かかるもの） 7.00％ 7.00％

－

2.00％ 2.00％

－

2.00％ 2.40％ 0.40％

均等割（加入者１人に
つきかかるもの） 22,000円 22,000円 5,000円 5,000円 7,000円 9,100円 2,100円

平等割（１世帯につき
かかるもの） 24,000円 24,000円 8,000円 8,000円 4,000円 4,800円 800円

課税限度額 51万円 51万円 － 14万円 16万円 2万円 12万円 14万円 2万円

　

市
国
保
は
、
税
率
な
ど
を
平
成
17
年
度

に
改
定
後
、
据
え
置
い
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
国
保
が
負
担
す
る
医
療
費
分

の
保
険
給
付
費
や
、
介
護
納
付
金
な
ど
は

■財源不足額と一人当たりの不足額

◆税率（額）と課税限度額は、どのように変わるの？

問合せ
保険年金課（☎372-3311・内線657）

年
々
増
加
し
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
財
源
不
足
分
は
、
福
祉
・
教

育
な
ど
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
使
う
た
め
の
一

般
会
計
の
予
算
か
ら
補
て
ん
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
安
定
的
な
事
業
運
営
と
財
政
健

全
化
の
た
め
、
平
成
27
年
度
か
ら
税
率
な

ど
の
改
定
と
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
を

行
い
ま
す
。
同
時
に
、
所
得
が
少
な
い
世

帯
の
た
め
、
軽
減
制
度
を
拡
充
し
ま
す
。

　

国
保
税
は
、
大
き
く
３
つ
か
ら
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。
保
険
給
付
費
な
ど
の
基
礎

（
医
療
）分
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
分
、

介
護
納
付
金
分
で
す
。

　

今
回
、
税
率
な
ど
を
改
定
す
る
の
は
、

40
〜
64
歳
の
方
に
か
か
る
介
護
納
付
金
分

で
す
。

　

課
税
限
度
額
は
、
後
期
高
齢
者
支
援
金

等
分
と
介
護
納
付
金
分
が
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。う～ん。

国保税の負担
が増えるのは
厳しいのう。
だが、医療費
も増えている
からのう…。

財源不足額

Ｈ

万円

円

年度

30,000

25,000

20,000

20,000

15,000

10,000

23

24,597

16,074

24

27,502

17,967

25

22,182

14,623

26

17,139

11,635

27

18,688

12,947

一人当たりの不足額

＊Ｈ26年度は見込み額、27年度は予算額です。
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世帯構成・収入状況 Ｈ26年度
年税額

Ｈ27年度
年税額 差額

40～64歳の１人世帯
給与収入だけで98万円以下
（年金収入だけで103万円以下）

21,000円 21,800円 800円

ともに40～64歳の２人世帯
給与収入だけで210万円
（年金収入だけで222万円）

209,600円 218,400円 8,800円

軽減
割合

世帯主
＊1

と加入者、特定同一世帯所属者
＊2

の前年の総所得金額などの合計

Ｈ26年度 Ｈ27年度

７割 33万円以下 33万円以下

５割
［33万円＋（加入者の人数
＋特定同一世帯所属者の人
数）×24万5,000円］以下

［33万円＋（加入者の人数
＋特定同一世帯所属者の人
数）×26万円］以下

２割
［33万円＋（加入者の人数
＋特定同一世帯所属者の人
数）×45万円］以下

［33万円＋（加入者の人数
＋特定同一世帯所属者の人
数）×47万円］以下

◆今回の改定でどれくらい負担が増えるの？

◆軽減制度の対象になるのは？

　

所
得
が
少
な
い
世
帯
の
負
担
を
減
ら
す

た
め
、
前
年
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合
、

均
等
割
と
平
等
割
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
平

成
27
年
度
か
ら
は
、
軽
減
対
象
と
な
る
所

得
基
準
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で
、
適
用

さ
れ
る
世
帯
を
拡
大
し
ま
す
。　

　世帯の中に所得申告をしていない方が
いると、正しく軽減の判定がされない場
合があります。
　所得に応じた軽減を受けるためには、
所得がない方も申告が必要です。

◆離職者のための軽減制度
　平成21年３月31日以降にリストラや倒
産などの理由で離職した方が対象です。
　雇用保険受給資格者証を交付されてい
る方で、一定の要件を満たしている場合
は、国保税が軽減されます。
　この軽減を受けるためには、申請が必
要です。
◆減免制度
　次の事情により納付が困難な世帯は、
国保税の一部か全部が減免される場合が
あります。
●生活保護を受けている
●災害などで重大な損害を被った
●前年よりも所得が大きく減った
●学生だけの世帯である
●刑務所に入っている方がいる
　減免を受けるためには、納期限までに
申請が必要です。　

　特別な理由がなく、納税相談もないま
ま納付が遅れたり納めないでいると、督
促を受けたり延滞金が発生する場合があ
ります。納付に困ったときは、早めに税
務課（内線836）へ相談してください。

＊１　世帯主には、国保の被保険者ではない世帯主も含みます。
＊２　特定同一世帯所属者とは、国保から後期高齢者医療制度
へ移行し、その後も継続して同一の世帯に属している方です。

１月１日現在、65歳以上
で公的年金所得がある方
は、公的年金所得から15
万円を差し引いて軽減判
定を行います。

　加入者の皆さんが納めている国保税は、
国保にとって欠かせない財源です。期限
内の納付にご協力をお願いします。
　口座振替を利用すると、手間がかから
ず、納め忘れを防ぐこともできます。預・
貯金通帳と口座届出印を持参し、保険年
金課へ申し込んでください。

困ったとき、分からな
いことがあるときは、
まず相談じゃ。

なるほど！
負担が減る
世帯もある
ということ
じゃな。
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９月25日㈮　開場　午後６時30分
　　　　　　開演　午後７時

阪神・淡路大震災被災者への激励演奏が活動の
スタート。和太鼓にマリンバ、オカリナ、南米
のフォルクローレといった世界各地の楽器や音
楽で構成される迫力の演奏です！
他に例がない演奏スタイルをお楽しみください。
入場料　全席指定（前売り・当日とも）
●一般　2,000円　●高校生以下　1,000円
＊６月20日発売開始

11月４日㈬　開場　午後６時30分
　　　　　　開演　午後７時

花ホールでおなじみとなった札響。今年は指揮
に現札幌交響楽団音楽監督で、1997年英国エリ
ザベス女王から大英勲章ＣＢＥを授与された尾
高忠明を迎えます。
北広島公演をご期待ください！
入場料　全席指定（前売り・当日とも）
●一般　3,500円　●高校生以下　1,800円
＊８月１日発売開始

きたひろ寄席も回を重ねて「その参」に。今年
は４人の真打ちが高座に上がります。　
全国各地で評判の「江戸噺

ばやし

」一座の中心メンバ
ーが、本格落語の魅力をたっぷり、じっくりお
贈りします。

６月27日㈯　開場　午後１時30分
　　　　　　開演　午後２時

入場料　全席指定（前売り・当日とも）
●一般　2,000円　●高校生以下　1,000円
＊チケット好評発売中

12月１日㈫
出演

作　水谷龍二　　演出　高瀬久男
＊文化庁「劇場・音楽堂等間ネットワーク構築
支援事業」です。

木
の
実
ナ
ナ

宇
梶
剛
士

平成28年１月31日㈰

平成28年２月17日㈬
出演　高橋惠子　　作・演出　田村孝裕
＊北海道文化財団アートシアター鑑賞事業です。
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市長　上野　正三　　副市長　道塚　美彦　　教育長　吉田　孝志 （平成27年５月１日現在）
部・局名 課名など 担当 主査 主な仕事 内線など

企画財政部
部長　
　中屋　　直

次長（政策推
進室長兼務）
　川村　裕樹

政策推進室企画課
課長（政策推進室
長事務取扱）　

地方創生 橋本　征紀 地方創生、公共交通 771
総合計画 加藤　丈博 総合計画、移住促進 688
行革・広域行政 髙嶋　真一 行財政改革、政策評価、地方分権、広域行政、大学連携 685
政策調整 熊田　　仁 施策の総合調整、公共施設の適正配置 684

政策広報課　
課長　平澤　　肇

ＣＳ・男女共
同・市民参加 山本　真伸 シティセールス（ＣＳ）、男女共同参画、市民参加、市民協働 881

広報 松下　慎司 広報紙の発行、報道機関との連絡調整、ホームページ管理 774
統計 山田　隆二 統計調査の実施 786

財政課
課長　田中　宏明 財政・予算 佐藤　　亮 市の財政計画・調整、予算の編成・執行管理 865

都市計画課
課長　諏訪　博紀

基本計画 渡辺　　聡 土地利用計画、都市施設計画 762
緑・都市景観 山本　浩幸 緑の基本計画、都市景観、団地活性化計画の推進・管理 785
開発調整 相馬　正人 開発行為・宅地造成の許可、土地取引の届け出、町名整備 764

総務部
部長
　浜田　　薫

総務課
課長　仲野　邦廣

総務・庁舎 杉山　正一 議会との連絡調整、表彰、庁舎の管理 718
車両（選挙管理
委員会主査併任）高橋　正弘 公用車の管理 732

法制 本宮　昌宣 条例・規則などの審査、訴訟の総合調整 725
番号制度 林　奈津子 社会保障・税番号制度 728

職員課
課長　千葉　直樹

人事・厚生 佐藤　直人 職員の人事・給与・福利厚生・労働安全衛生 726
人材育成 木下　信司 人事評価制度、職員研修 727

派遣（総務部付）
課長　川合　隆典
（道央廃棄物処理組合）

主査
小川　大輔 （道央廃棄物処理組合）
若澤　路子 （札幌広域圏組合）

行政管理課
課長　安田　寿文

情報推進 寺岡　　純 情報化施策、システムの運用・管理 766
行政経営 阿部　泰洋 組織機構、情報公開・個人情報保護、文書管理 767

秘書課
課長　岡　　謙一 秘書 柴　　清文 市長・副市長の秘書、姉妹都市交流 714

税務課
課長　米川　鉄也

税務 宮下照太郎 法人市民税・軽自動車税などの賦課、税制 829
市民税 荒川　　亨 個人市民税・道民税の賦課 830
資産税土地 今井　信幸 土地の固定資産税・都市計画税の賦課、特別土地保有税 833
資産税家屋 渡辺　広樹 家屋の固定資産税・都市計画税の賦課、償却資産 835
収納管理 永坂　隆之 市税の収納管理、納税証明、口座振替 670
納税 福田　　誠 市税の納付催告、納税相談、滞納処分 854

防災・庁舎建設課
課長　及川　浩司

防災・防衛 小島　靖雄 防災・災害対策、防衛関係機関との連絡調整 676
工藤　秀之 648

庁舎建設 髙橋　孝一 庁舎建設 675伊達　千秋

市民環境部
部長
　塚崎　俊典

市民課
課長　榎本　明嘉

戸籍住民 大野　聡美 戸籍、住民票、印鑑証明、臨時運行許可 656

市民生活 梅木　　忠 市民の声、市政懇談会、出前講座、自治会の振興、街路灯の補助、無料法律相談、人権、平和 700

防犯・交通安全 近藤　将雄 防犯対策の推進、交通安全運動の推進 824
団地住民センター連絡所
所長（市民課長兼務） 事務 ― 戸籍謄抄本・住民票・印鑑証明書の交付 ☎372-

0676
エルフィンパーク市民サービスコ
ーナーセンター長（市民課長兼務） 事務 ― 戸籍謄抄本・住民票・印鑑証明書の交付、エルフィンパーク交

流広場占用申請の受け付け
☎376-
8880

広葉交流センター
センター長（市民課長兼務） 事務 ― 施設の運営・管理・使用許可、使用料の収納 ☎373-

2801
西部出張所
所長　池田　憲孝 事務 ―

税・税外収入の収納、出生・死亡・転籍に関する戸籍の届け出、
戸籍謄抄本・住民票・印鑑証明書の交付、地域まちづくり活動
の支援

☎376-
2103

大曲出張所
所長　安田　将人 事務 尾崎　英輝 ☎376-

2530
西の里出張所
所長　中村　篤司 事務 谷畑　雅人 ☎375-

3209

環境課
課長　高橋　直樹

環境保全 中田　貴文 公害の防止、有害鳥獣の駆除、省エネ啓発、地球温暖化対策 634
衛生・霊園 志村　　敦 畜犬登録、野犬掃とう、有害昆虫の駆除、霊園・火葬場の管理 844
廃棄物計画 米村　　恒 廃棄物の総合計画 827
廃棄物管理 木村洋一郎 廃棄物の処理・施設管理、収集運搬業の許可、減量・リサイクル 826
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部・局名 課名など 担当 主査 主な仕事 内線など

保健福祉部
部長　
　福島　政則

子育て支援室
室長　
　木下　隆司

福祉課
課長　奥山　　衛

福祉庶務 林　　睦晃 民生・児童委員、保護司会、戦没者遺族支援、福祉バス、臨時福祉・子育て世帯給付金 800
障がい福祉 川又　洋火障がい児・者の福祉サービス、障害者手帳の交付、障害者手当の支給 812
障がい相談 柄澤　尚江障がい者相談・支援 810
生活保護 鈴木　靖彦生活保護の相談、生活保護世帯の援護、生活困窮者の自立支援 791

高齢者支援課
課長　三上　勤也

高齢者福祉 川口　芳幸高齢者在宅福祉サービス、老人福祉施設の整備 805
高齢者相談 浜山かおり高齢者相談・支援、介護予防事業 694
介護認定 大坂　善章介護認定審査会、要介護認定申請、介護保険被保険者の資格管理 821
介護給付・保険料 渡邉　篤広保険給付、保険事業の運営、保険料の賦課・収納 818

健康推進課
課長　及川　幸紀

健康推進 上森　秀樹予防接種、がん検診など 807
保健指導 野切　径代乳幼児健診、健康づくり事業、マタニティスクール、赤ちゃん訪問 809
特定健診 影久　真美特定健診後の保健指導 693

保険年金課
課長　土山　律子

国保給付・年金 奥山　俊明国保の給付、国保の運営、国民年金 658
国保賦課 長谷川桃子国保税の賦課、被保険者の資格管理 657
医療給付 三澤　聖子子ども・ひとり親家庭等・障がい者の医療、未熟児養育医療 663
後期高齢者医療 松原　　勉後期高齢者医療 730

子
育
て
支
援
室

保育課課長
　中居　直人

保育 笠井　　衛保育所の運営、教育（幼稚園）・保育の認定、幼稚園就園奨励費 801
学童 高橋　陽子学童クラブ・児童センターの運営・管理 802

児童家庭課課長（子育
て支援室長事務取扱）児童家庭 冨田　英禎

児童手当、児童扶養手当、ひとり親支援、家庭児童相談室、子
どもの権利擁護 615

こども発達支援センター
センター長（保育課長兼務）発達支援

玉手美和子発達に障がいや遅れがある子どもの支援・相談、福祉センター
の運営・管理

☎372-
1650濱田　真吾

子育て担当主幹
　織田　波香 ― ― 子育て支援・指導 779

地域子育て支援センター
センター長（子育て担当主幹兼務）主任保育士 橋本なつみ乳幼児の育児支援・相談、施設の運営・管理

☎376-
6637

すみれ保育園園長
　加藤　真弓主任保育士 住田　淑恵

児童の保育、保育園の運営・管理

☎373-
5660

すずらん保育園園長
　塚崎　智美主任保育士 藤田　悦子

☎372-
2277

稲穂保育園園長
　大内　文子主任保育士 石間　利恵

☎373-
7432

建設部
部長
　村上　清志

庶務課
課長　池野　政敏

用地補償・地籍 武田　昭彦事業の用地取得・補償、地籍図書の整備・保管 746
渉外・治水 菊地　徳久国・道の建設事業・治水に関わる連絡調整 745

都市整備課
課長　駒形　　智

道路・河川 中垣　和彦市道の整備、河川の改修、災害復旧 750
北口　　馨 748

公園・区画 柄澤　佳宏公園・緑地の整備 765
佐々木克彦公園の管理、土地区画整理事業 751

緑化推進 小松　輝久緑のまちづくりの推進、市有林の管理 778

建築課
課長　中島　秀男

建築工事 嘉屋　康夫公共施設建築工事の設計・施工 752
牛島　裕幸 753

建築指導 原田　昭彦建築確認、建築相談・指導、耐震改修促進計画 653
住宅管理 林　　正明市営住宅の入退居・維持・管理、住宅相談 755

土木事務所
所長　新田　邦広

河川 松本　直樹河川・橋の維持・補修、排水機場、建設機械整備、駐輪場、レンタサイクル 757
道路 藤本　正志道路の維持・補修、土木工事補助 759
除雪 相花　　悟除排雪、私道除雪・市道排雪補助 760
管理 吉川　　進市道の認定、道路・河川の占用許可、市営駐車場 758

経済部
部長
　藤木　幹久

次長（企業立
地推進室長兼
務）
　斎藤　秀樹

農政課
課長　砂金　和英

農業振興・農畜産 池田　栄一農業基本構想、担い手対策、農用地利用調整、農畜産業の振興 852農地保全・林務 山田　孝博土地改良、農地環境保全、森林保全、グリーンツーリズム
商業労働課
課長　吉田　智樹

商業・消費・観光 宮本　大介商業・中小企業の振興、消費者対策、観光の振興 625
雇用・労働 山田　　基雇用対策、勤労者対策、都市型観光の推進 857

企業立地推進室
工業振興課
課長　佐々木　伸

総務・業務

庄司　直義
工業の振興、企業誘致、工業団地、大曲ふれあいプラザの運営・
管理、土地開発公社

861
笹原　拓己 860

児玉　正輝 ☎377-
9100

水道部
部長
　藤嶋　亮典

業務課
課長　遠藤　　智

庶務 佐々木保彰水道事業の総務・財政・契約・出納 873
給水 吉岡　　亮給水装置・排水設備の審査・検査、宅内漏水など 878
料金 松岡　則行水道料金と下水道使用料の収納・徴収 874

水道施設課
課長　橋本　洋二

工事 野尻　　敬水道拡張事業、水道施設更新・改良事業、消火栓設置事業 877
管理 橋本　義公水道施設の維持・管理、水量・水質の管理 879

下水道課
課長　藤縄　憲通

事務 木村　公也下水道事業財政計画の策定、経営管理、受益者負担金の収納 880
管理 藤本　　悟下水道管の設計・施工管理・維持・管理、事業場排水の水質管理 882

処理施設 人見　桂史下水処理センター施設の設計・施工管理 884
下水処理センター
センター長　
　　　平川　一省

複合処理 横尾　昌幸混合処理施設の運営・管理、乾燥おでい肥料の利活用 ☎372-
3752鎌田　憲昭

施設 森田　寿雄施設の運営・管理
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部・局名 課名など 担当 主査 主な仕事 内線など

会計室
室長
　山﨑　克彦

契約課
課長　福田　政美 契約 佐々木正範建設工事などの入札・契約、物品の購入、市有財産の管理 869

工事審査・検査担当
参事　深尾　　壯審査・検査 ― 建設工事などの審査・指導・検査 775

会計課
課長　広田　　律

出納 石黒　哲明収入金・基金の管理、資金計画、支出の執行 867
支出審査 原田　啓之支出負担行為の確認、支出命令の審査 701

議会事務局
局長
　土谷　　繁

次長　千葉めぐみ 議会 松本　政樹議会・議員に関する庶務、会議録の作成 734

農業委員会事務局
局長（経済部長併任）

次長（経済部農政
課長併任）

農地振興 石川　正人委員会の会議、農地法などの許可事務、農地利用状況調査、農
地利用調整事務、農業者年金事務 862農地振興（農政課主査併任）山田　孝博

監査委員事務局
局長
　工藤　重幸

次長　川口　昭広 監査 稲川　　勝事務事業の監査、決算の審査、出納検査、財政健全化判断比率などの審査 783

選挙管理委員会事務局
局長（総務部長併任）

次長（総務部総務
課長併任） 選挙 高橋　正弘選挙の執行、選挙人名簿の調整、委員会の運営 732

教
育
委
員
会
事
務
局

教育部
部長
水口　　真

次長
櫻井　芳信

次長
鹿野　秀一
　

教育総務課
課長（教育部次長
事務取扱）　

庶務 河合　　一教育委員会会議、教材・教具の整備、幼稚園の振興補助 885
施設 松崎　隆志学校施設・教員住宅の維持・管理 888
企画 花田　秀樹教育基本計画の進行管理、教育施策の調査・研究、学校ICTの整備 608

学校教育課
課長　櫻井　洋史

学校教育 澤井　大輔教職員の人事、児童・生徒の転入学、就学援助、特別支援教育 891
青少年 齋藤　洋平青少年の健全育成推進、青少年総合相談・適応指導・教育相談 607

社会教育課
課長　棚田　吉浩

社会教育 笹森　和宏社会教育事業の推進 889
体育 土居　裕之健康づくり・スポーツ活動事業の推進 890

文化課
課長　丸毛　直樹

文化振興・
管理 山崎　博夫芸術文化ホール・図書館の施設管理・使用許可、芸術文化活動の振興、芸術文化ホール運営委員会との連携による事業の推進

☎372-
7667

エコミュージアムセンター
センター長　小島　　晶

エコミュ
ージアム 三橋　　聡

施設の管理、エコミュージアム構想の推進・普及、文化財の調
査・保存・活用、文化財保護審議会

☎373-
0188

学校給食センター
センター長　川口　弘恭 業務 須貝　初穂給食の調理・運搬、食の指導 ☎373-

2487
図書館
館長（文化課長兼務）

読書推進・
管理 蛯名　優子施設の管理、図書館協議会の開催、図書館資料の運営・管理、フィールドネットとの連携、読書の普及

☎373-
7667

中央公民館
館長（社会教育課長兼務） ― ― 公民館の運営・管理・使用許可 ☎373-

0101

消
防
長

佐
藤

芳
幸

消防本部
次長
田埜　裕司　

総務課
課長　谷口　定己

総務 菊池　亮多人事、経理、福利厚生、事務改善 ☎373-
3100管理 和知　真人財産・物品の管理、表彰、消防団　　

予防課
課長　郷路　忠明

予防 小玉　浩司消防用設備などの設置指導・検査、火災の原因・損害調査、火災予防の企画・広報、防火対象物の表示公表制度
☎373-
9119保安 矢村　祐介危険物設置許可・完成検査、違反処理、危険物安全協会

査察１ 佐藤　裕克立入検査の計画・実施査察２ 福島　宏幸
警防課
課長　本田　高広 警防 柴﨑　啓仁消防計画、応援協定、消防機械器具の整備、消防水利の整備 ☎373-

2321

消防署長
山口　洋幸

消防１課
課長　大沼松太郎

消防１ 月田　　清火災などの警戒・防御、消防訓練、消防水利の維持・管理
☎373-
2322

救助１ 佐藤　暢晃救助活動、救助訓練、中高層建築物の救助計画
消防２課
課長　後藤　英雄

消防２ 神代　　守火災などの警戒・防御、消防訓練、消防水利の維持・管理
救助２ 加藤　弘之救助活動、救助訓練、中高層建築物の救助計画

救急指令課
課長　小室　秀治

指令１ 鈴木　幸夫消防通信の運用、消防隊・救急隊・救助隊などの出動指令 ☎373-
9099 指令２ 齋藤　博文

救急１ 宍戸　　靖患者などの搬送、救急業務の企画・指導、応急処置の普及・啓発 ☎373-
2322救急２ 鈴木　皇輝

ＭＣ 八十島康博メディカルコントロール体制の推進、救急隊員の研修、派遣調整

大曲出張所
所長　佐々木幸一

消防１ 佐々木敏文 火災などの警戒・防御、消防訓練、消防水利の維持・管理

☎377-
3020

消防２ 西澤　俊和
査察１ 氏家　博和 火災予防の指導・相談、防火対象物の立入検査　　　査察２ 山崎　良範
救急１ 奥田　克治患者などの搬送、救急業務の企画・指導、応急処置の普及・啓発救急２ 目貫　　進

西の里出張所
所長　工藤　邦彦

消防１ 大山　義幸火災などの警戒・防御、消防訓練、消防水利の維持・管理
☎375-
3119

消防２ 川村　耕治
査察１ 御処野昌範 火災予防の指導・相談、防火対象物の立入検査査察２ 森　　雅弘

問合せ　職員課（☎372-3311・内線726）
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馬ば
と
う
き
ん

頭
琴
の
音
色

　

４
月
に
地
域
交
流
ホ
ー
ム
ふ
れ
て
で

開
か
れ
た
地
域
の
お
茶
の
間
。
モ
ン
ゴ

ル
の
民
族
楽
器
・
馬
頭
琴
の
哀
愁
を
帯

び
た
音
色
が
響
き
渡
る
。
演
奏
を
し
た

の
は
松
原
ま
ゆ
み
さ
ん
。
モ
ン
ゴ
ル
民

謡
や
、
日
本
の
愛
唱
歌
「
荒
城
の
月
」

な
ど
10
曲
以
上
を
披
露
し
、
観
客
を
魅

了
し
た
。

　

松
原
さ
ん
が
馬
頭
琴
に
魅
せ
ら
れ
、

学
び
始
め
た
の
は
15
年
前
。
当
時
住
ん

で
い
た
浜
益
村
（
現
石
狩
市
）
に
モ
ン

ゴ
ル
の
民
族
歌
舞
団
が
訪
れ
、
演
奏
を

聞
い
た
。「
初
め
て
聞
い
た
の
に
懐
か
し

い
感
じ
が
し
て
、
す
ぐ
に
弾
い
て
み
た

い
と
思
い
ま
し
た
」。会
場
で
販
売
し
て

い
た
馬
頭
琴
を
迷
わ
ず
購
入
し
た
。

　

し
か
し
、
指
導
者
が
な
か
な
か
見
つ

か
ら
ず
苦
労
し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
関
連
の

イ
ベ
ン
ト
で
知
り
合
っ
た
演
奏
者
に
師

事
す
る
な
ど
し
て
、
演
奏
法
を
身
に
付

け
た
。
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
モ
ン
ゴ

ル
の
音
楽
を
教
え
て
も
ら
い
、
た
く
さ

ん
の
刺
激
を
受
け
た
。

　
　

モ
ン
ゴ
ル
と
の
交
流　

　

平
成
16
年
に
、
モ
ン
ゴ
ル
で
開
か
れ

る
合
宿
に
思
い
切
っ
て
参
加
。
モ
ン
ゴ

ル
語
を
勉
強
し
な
が
ら
懸
命
に
練
習
し

た
。
３
年
後
、
モ
ン
ゴ
ル
で
開
か
れ
た

国
際
馬
頭
琴
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
。

世
界
各
国
か
ら
集
ま
っ
た
演
奏
者
と
共

演
し
た
。
有
名
な
モ
ン
ゴ
ル
民
謡
「
ヘ

ル
レ
ン
河
」
を
演
奏
す
る
と
、
観
客
に

と
て
も
喜
ん
で
も
ら
え
た
。

　
　

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る

　　

身
近
な
会
場
や
施
設
な
ど
で
一
緒
に

演
奏
す
る
仲
間
が
で
き
た
。
札
幌
の
小

学
校
か
ら
依
頼
を
受
け
、
授
業
で
演
奏

す
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
た
。
国
語
の
教

科
書
に
載
っ
て
い
る
モ
ン
ゴ
ル
民
話
「

ス
ー
ホ
の
白
い
馬
」
に
、
馬
頭
琴
が
出

て
く
る
か
ら
だ
。
物
語
の
世
界
を
、
よ

り
深
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
企
画

さ
れ
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
初
め
て
見
る
馬
頭
琴

に
興
味
津
々
。
民
謡
や
踊
り
の
曲
、
日

本
の
童
謡
な
ど
を
演
奏
す
る
と
、
じ
っ

と
聞
き
入
っ
た
。

　

後
日
、
子
ど
も
た
ち
が
感
想
を
送
っ

て
く
れ
た
。「
き
れ
い
な
音
だ
っ
た
」「
私

も
い
つ
か
馬
頭
琴
を
や
っ
て
み
た
い
」

と
素
直
な
言
葉
が
つ
づ
ら
れ
、
感
動
し

た
そ
う
。

　
　

北
広
島
で
活
動

　

夫
の
転
勤
で
道
内
を
移
り
住
ん
だ
後
、

北
広
島
に
落
ち
着
い
た
。住
み
や
す
く
、

文
化
の
薫
り
を
感
じ
な
が
ら
暮
ら
し
て

い
る
。

　

昨
年
秋
、
夢
プ
ラ
ザ
ふ
れ
あ
い
デ
ー

に
参
加
し
、市
内
で
初
め
て
演
奏
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
も
興
味
を
持
っ
て
聞
い
て

く
だ
さ
る
方
が
い
れ
ば
、
演
奏
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
ま
り
な
じ
み
の

な
い
楽
器
で
す
が
、
親
し
む
人
が
増
え

る
と
う
れ
し
い
で
す
」。

　

モ
ン
ゴ
ル
の
草
原
に
い
る
よ
う
な
心

地
よ
い
音
色
。
ま
た
聞
く
の
が
楽
し
み

だ
。

モンゴルから友好の
証に贈られた盾

地域のお茶の間では、多くの人が演奏を楽し
んだ

広報　 　－ 2015.5.1 8

まつばら・まゆみ
美沢在住。
主に札幌で演奏活動を行い、小学
校や高齢者施設などでも発表して
いる。市内では、昨年秋に夢プラ
ザの演奏会に出演した。
モンゴルで開かれた馬頭琴フェス
ティバルに３回出演し、世界各国
の演奏者たちと共演した経歴を持
つ。

馬頭琴演奏者

松原まゆみ さん

美しい音色を届けたい



「いいとこメガネ」の取り組み

　

北
の
台
小
学
校
で
は
、
み
ん
な
が
「
学
校
っ
て
楽

し
い
！
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
そ
し
て
地

域
の
方
か
ら
「
北
の
台
小
は
、活
気
の
あ
る
学
校
だ
！
」

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。

　

ハ
ン
カ
チ
や
ち
り
紙
、
学
習
道
具
を
し
っ
か
り
準

備
す
る
こ
と
を
意
識
す
る
「
ア
イ
テ
ム
も
っ
て
ク
ー

ル
運
動
」、友
達
の
良
い
と
こ
ろ
や
頑
張
っ
て
い
る
姿

を
見
つ
け
る
「
い
い
と
こ
メ
ガ
ネ
」、自
分
が
思
わ
ず

笑
顔
に
な
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
合
う
「
笑
顔
の
花
」

北の台小学校６年

児童会での
取り組み

な
ど
、
自
分
た

ち
で
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
い
、

書
記
局
で
話
し

合
い
を
し
て
進

め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も

北
の
台
小
学
校

を
よ
り
良
く
す

る
た
め
に
頑
張

っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

みんなの良いところがメガネのなかに書き
込まれています 髙橋琉さん

（児童会長）

問
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　

訪
問
団
に
参
加
す
る
生
徒
に

は
事
前
研
修
を
行
い
、
簡
単
な

日
常
会
話
や
海
外
で
の
注
意
点

を
説
明
し
ま
す
。
訪
問
先
で
は

小
学
生
に
折
り
紙
や
紙
芝
居
な

ど
の
日
本
文
化
を
紹
介
し
た
り
、

現
地
の
高
校
生
と
交
流
し
た
り

し
ま
す
。

　

前
回
の
訪
問
に
同
行
し
た
山

根
勧
会
長
は
、「
不
安
気
な
顔

で
出
発
し
た
高
校
生

も
、
訪
問
先
の
温
か

い
歓
迎
を
受
け
、
み

サスカツーン市で開かれた
さよならパーティー

　

市
内
の
高
校
生
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体

験
し
て
も
ら
っ
た
り
、
海
外
の
高
校
生
を

受
け
入
れ
た
り
す
る
カ
ナ
ダ
・
サ
ス
カ
ツ

ー
ン
市
交
流
事
業
。こ
れ
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
企
画
し
て
い
る
の
が
、
北
広
島
国
際

交
流
協
議
会
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

サ
ス
カ
ツ
ー
ン
市
と
の
交
流
は
、
協
議

会
の
前
身
と
な
る
「
ひ
ろ
し
ま
人
材
育
成

委
員
会
」
が
、
豊
か
な
国
際
感
覚
を
持
っ

た
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、
平
成
３
年
に

訪
問
団
を
派
遣
し
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。

翌
年
は
サ
ス
カ
ツ
ー
ン
市
か
ら
の
訪
問
団

を
受
け
入
れ
、
以
後
、
隔
年
で
相
互
に
訪

NO.97

ん
な
笑
顔
で
帰
国
し
て
い
ま
す
。
カ
ナ
ダ

と
日
本
の
文
化
の
違
い
も
体
験
し
、
と
て

も
勉
強
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
多
く
の
高
校
生
に
参
加
し
て
ほ
し
い
で

す
ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

当
市
を
訪
れ
た
高
校
生
は
、
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
の
家
庭
に
滞
在
し
な
が
ら
、
市

内
の
中
学
生
と
琴
や
空
手
の
体
験
を
し
た

り
、
旧
島
松
駅
逓
所
な
ど
の
名
所
を
巡
っ

た
り
し
ま
し
た
。

　

国
際
交
流
も
今
年
で
25
年
。
長
年
の
活

動
が
認
め
ら
れ
、
１
月
に

北
海
道
社
会
貢
献
賞
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
訪
問
し
た
こ
と
を
き

っ
か
け
に
、
海
外
で
活
躍

し
て
い
る
子
も
い
ま
す
」

と
笑
顔
の
山
根
会
長
。

　

両
市
の
交
流
は
、
こ
れ

か
ら
も
続
く
こ
と
で
し
ょ

う
。

道社会貢献賞の賞状と盾
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申し込みが上限額に
達しなかったときは、　
　　　期限後も受け
　　　付けます。

問合せ　総務課（内線728）
生
活

問合せ　市民課（内線700）
生
活

平成25年５月に、国会でマイナンバー法が成立しました。
マイナンバーとは、国民一人一人が持つ12桁の番号のこ
とで、ことし10月から皆さんに通知されます。
平成28年１月からは、個人番号カード（顔写真付きＩＣ
カード）の交付が始まります。
＊交付には、申請が必要です。

制度の内容を担当職員が分かりやすく説明します。町内
会などの団体で、申し込んでください。

市ホームページや総務省のマイナンバー公
式サイトでもご案内しています。
コールセンターもあります。
◆マイナンバーコールセンター
☎０５７０～２０～０１７８
日時　月～金曜（祝日、年末年始を除く）
　　　午前９時30分～午後５時30分
＊通話料が掛かります。

元気で魅力あるまちづくりを目指し、地域で自
主的に進めるまちづくり活動に助成金を交付し
ています。

◆国民の利便性の向上
市役所などの行政手続きの時にマ
イナンバーを記入することで、提
出書類が少なくなります。
◆行政の効率化
行政手続きが正確で早くなります。
災害時の行政支援にも活用してい
く予定です。
◆公平・公正な社会の実現
適正・公平な課税を実現していきます。未払いや不正受
給を解決していきます。

対象となる事業
●地域の特色を生かし、その魅力を高めるもの
●地域コミュニティーを活性化させるもの
●地域の課題を解決するもの
対象となる団体　地域内で活動する５人以上の
団体で、構成員の過半数がその地域の住民であ
ること
助成額　助成対象経費の３分の２以内（各地区
上限70万円）

４地区・10件の事業に、149万5,300円を助成しました。

●大曲地区わんわんパトロール
　隊事業　
　大曲地区安全安心活動推進協
　議会

●西部ふしぎ発見
　西部地区青少年健全育成連絡
　協議会

●西部地区文化のあゆみ45年記
　念誌発行事業
　西部地区文化協会

●希望ヶ丘バス停自転車駐輪所
　整備事業
　希望ヶ丘町内会

●ウパシ・フェスティバルin西部
　輪厚おやじの会

●防犯等啓発事業
　共栄町内会

防犯等啓発事業

●第四住区地域交流活動活性化
　事業
　第四住区自治連合会

第四住区地域交流活動活性化事業

青葉町２丁目自治会発足
40周年記念事業

●自治会創始40周年記念事業
　白樺町３丁目自治会　　

●第二住区「第30回ふれあい夏
　まつり」事業
　第二住区自治連合会

●青葉町２丁目自治会発足40周
　年記念事業
　青葉町２丁目自治会 第二住区「第30回ふれあい夏まつり」事業

西部ふしぎ発見申込み　各地区の担当職員へ
●東部地区＝市民課長（内線620）
●大曲地区＝大曲出張所長（☎376-2530）
●西の里地区＝西の里出張所長（☎375-3209）
●西部地区＝西部出張所長（☎376-2103）
●北広島団地地区＝環境課長（内線642）

マイナンバーの
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市役所か各出張所、市内の動物
病院で手続きをしてください。
＊４月からは、動物病院でも鑑札
が交付されるようになりました。
●登録は犬の生涯に一度で、登録
料は１頭3,000円です
●住所や飼い主の変更があった場合は、変更届を提
出してください（郵便物の送付先を変更します）
●飼い犬が死亡した場合は、犬の死亡届を提出する
か、電話で連絡してください（登録を抹消します）

実施会場 時間

５
月
19
日
㈫

すみれ公園前（山手町２丁目） ９：10～９：30
たんぽぽ公園前（山手町６丁目） ９：35～９：55
第３住区集会所前（里見町４丁目） 10：05～10：25
白樺プール前（白樺町３丁目） 10：35～10：50
はまなす公園前（南町２丁目） 11：00～11：10
ききょう公園前（松葉町２丁目） 11：20～11：40
りんどう公園前（広葉町３丁目） 11：50～12：00

５
月
20
日
㈬

植木村　札幌秀峰園前（大曲599） ９：10～９：20
吉本宅前（中の沢117-1） ９：30～９：45
希望ヶ丘会館前（希望ヶ丘５丁目） 10：05～10：35
上輪厚会館前（輪厚233-4） 10：45～10：55
輪厚児童センター前（輪厚中央１丁目） 11：05～11：25
農民研修センター前（輪厚中央４丁目） 11：35～12：00

５
月
21
日
㈭

虹ヶ丘会館前（虹ヶ丘５丁目） ９：10～９：30
西の里団地集会所前（西の里北５丁目） ９：40～10：10
西の里ファミリー体育館前（西の里出張所隣）10：20～10：40
さつみ公園前（西の里東４丁目） 10：50～11：30
椴山会館前（西の里786-31） 11：40～12：00

５
月
22
日
㈮

かわぞい公園前（新富町西４丁目） ９：10～９：40
つくし公園前（東共栄１丁目） ９：55～10：20
美咲き野会館前（美咲き野２丁目） 10：30～10：50
共栄第２団地前（共栄町３丁目） 11：00～11：25
北の里会館前（北の里345-5） 11：35～12：00

５
月
23
日
㈯

大曲柏葉台会館前（大曲柏葉２丁目） ９：10～９：40
大曲四里塚会館前（大曲柏葉５丁目） ９：50～10：15
南ヶ丘公園前（大曲南ヶ丘４丁目） 10：25～11：00
のぞみ野・東栄会館前（大曲末広３丁目） 11：15～11：40
夢プラザ前（大曲370-2） 11：50～12：20

５
月
24
日
㈰

大曲出張所前（大曲柏葉１丁目） ９：10～９：40
レインボー遊園地前（大曲並木３丁目） ９：50～10：05
大曲東公園トイレ付近（大曲緑ヶ丘７丁目）10：15～10：50
中央公民館前（朝日町５丁目） 11：10～11：50
中央会館前（市役所隣） 12：00～12：20

病院名・場所 電話番号
飛鳥動物病院（朝日町６丁目4-38） 372-4555
大曲動物病院（大曲中央３丁目2-1） 377-2020
新札幌ラパス動物病院（虹ヶ丘８丁目2-6） 374-2211
のぞみの動物病院（大曲光２丁目1-4） 370-3500
広島動物病院（美沢２丁目6-5） 372-1755
フルヤマペットクリニック
（新富町東１丁目1-5） 376-7530

北愛動物病院北広島院（中央１丁目5-25） 376-8377
やすだ動物病院（白樺町１丁目8-8） 373-9912

問合せ　環境課（内線825）
生
活

狂犬病予防法で、生後91日以上の飼い犬は登録と狂
犬病予防注射の接種が義務付けられています。

市内の介護保険施設などでボランティアをし
ませんか。ご自身の介護予防はもちろん、地
域貢献にもつながります。
事前に研修を受講し、登録してください。

ボランティアをす
るとポイントがも
らえ、地場産品な
どと交換すること
ができます。

保
健 問合せ　高齢者支援課（内線805）

日時 会場
５月14日㈭

午前10時
〜
正午

団地住民センター
６月10日㈬ 西の里会館
７月７日㈫ シルバー活動センター
９月９日㈬ 大曲会館
２月12日㈮ 芸術文化ホール活動室
３月３日㈭ 農民研修センター
＊お住まいの地区以外の会場でも受講できます。

◆登録研修会の日時・会場

対象　市内にお住まいで、介護保険の要支援・
要介護認定を受けていない65歳以上
＊一度受講した方は、受講する必要はありま
せん。
持ち物　介護保険被保険者証・筆記用具・印鑑
申込み　電話か直接、高齢者支援課

＊犬を抑えることができる方が綱を持ち、会場に来てください。
＊人をかむ恐れがある犬には必ず口輪をしてください。
＊昨年と時間・会場を変更しているところがあります。
＊会場に早く来ても、受け付けや注射の準備が完了するまで待っ
てください。

３月下旬に案内を送付しました。同封の
問診票を切り離さずにお持ちください。
◆料金と注射済証・票の交付
●市内の動物病院・集合注射
料金　3,110円
＊注射済証・票は、その場で交付されます。
●市外の動物病院
料金　2,560円
＊注射済証は、その場で交付されます。注射済票は、
注射済証を環境課か各出張所に提出し、交付を受け
てください（１枚につき550円の手数料が掛かります）。
◆狂犬病予防集合注射
日時と会場は、右表をご覧ください。
◆狂犬病予防注射を実施している市内の動物病院
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健診は健康管理の第一歩。年に一度、忘れずに受診しましょう。
＊40～74歳で国保以外の方は、加入している健康保険にお問い合わせください。

対象　40歳以上で過去未受診の方
受診料　●住民税課税世帯＝1,000円
　　　　●非課税世帯か70歳以上＝300円
　　　　●生活保護世帯＝無料
＊健診と同時に申し込んでください。

対象　特定健診で、肥満・血圧・
血糖・脂質の数値が一定の基準以
上に該当する方
＊対象者には、市からお知らせします。
内容・受診料　●75ｇ糖負荷検査＝1,800円
　　　　　　　●微量アルブミン尿検査＝200円

特定健診とがん検診を同日に無料で受けられる受診券を
発行します。
対象　平成27年度中に55歳になる国保加入者
受診期間　６月１日～平成28年２月29日
＊受診券が届いたら、自分で受診する医療機関に予約し
てください。

健診名 30歳代健診 国保30歳代健診 特定健診 後期高齢者健診
健康保険 国保以外の健康保険 国民健康保険（国保） 後期高齢者医療保険
対象 30～39歳

＊健診を受診する機会がな
い方です。

30～39歳 40～74歳 75歳以上か、65～74歳で後
期高齢者医療保険に加入し
ている方

受診券の
受け取り
方法

申し込みが必要です　　　　　　　
６月１日～平成28年１月29
日に健康推進課と各出張所、
団地住民センター、エルフ
ィンパークで受け付けます
（申込時に印鑑が必要）

５月下旬に送付します
＊４月２日以降国保に加入した方へは、加入した
月の翌月末に送付します。

申し込みが必要です
保険年金課と各出張所、団
地住民センター、エルフィ
ンパークで受け付けます

健診内容 ●診察　●身体計測　●血圧測定　●血液検査（血中脂質・肝機能・血糖・貧
血・腎機能）　●尿検査　●心電図

●診察　●身体計測　●血
圧測定　●血液検査（血中
脂質・肝機能・血糖）　
●尿検査

眼底検査（無料）
＊肥満や血圧などの数値
が一定の基準以上か、希
望者が対象です。

●血液検査（貧血・腎機能）　
●心電図
＊希望者だけが受診する追
加健診です。

受診料
（自己負
担額）

●住民税課税世帯＝3,000円
●非課税世帯＝1,000円

●住民税課税世帯＝700円
●非課税世帯＝500円

●住民税課税世帯＝500円　
●非課税世帯＝無料
●追加健診＝200円

受診でき
る期間

６月１日～
平成28年２月29日

●個別健診＝６月１日～平成28年２月29日
●集団健診＝送迎バス健診（６月・12月・２月）・市内集団健診（９月）
＊６月の日程は13ページをご覧ください。その他は随時本紙でお知らせします。

受診でき
る場所・
受診方法

●市内の医療機関（個別健診）　●結核予防会（個別健診。がん検診も同時に受診できます）
●対がん協会（個別健診・集団健診。がん検診も同時に受診できます）

●札幌厚生病院（個別健診）
持ち物 受診券、問診票、受診料 健康保険証、受診券、質問票、受診料

問合せ 健康推進課（内線807） 保険年金課国保給付担当（内線658） 保険年金課医療給付担当
（内線730）

　　　問合先は、表の下に記載
保
健

希望者に実施します。受診料は無料です。
対象　特定健診を受診する方
受診方法　
●市内の医療機関で特定健診を受診する方＝別の日に北
広島眼科か東部さくら眼科、北広島おぎの眼科で受診
●対がん協会や札幌厚生病院、結核予防会で特定健診を
受診する方＝同日、他の検査と一緒に受診

眼底検査は、血管の状態を直
接観察できる検査です。動脈
硬化の程度が分かり、緑内障
や白内障も見つかります。
どの病気も自覚症状
がないので早期発見
が重要です。
内容　瞳孔を開かな
い無散瞳の検査
＊時間は数分で、痛
みはありません。

高血圧や糖尿病を
治療中か、心配な
方にお勧めする検
査です。
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30歳代健診や国保30歳代健診、国保の特定
健診、後期高齢者健診も受診できます。

制度名 対象 助成
範囲 自己負担額 必要書類など

子ども
医療

０歳～小学生 通院・入院 ◆小学校就学前の子と小・中学生
で住民税非課税世帯
●医科580円、歯科510円、柔道
整復270円（初診時だけ）
●小学校就学前の子が市内の医療
機関を受診＝無料
◆小・中学生で住民税課税世帯
総医療費の１割（月額の上限は通
院１万2,000円、入院４万4,400円）

●子どもの健康
保険証
●保護者の口座
情報が分かるもの

中学生 入院

重度
心身障
がい者
医療

●身体障害者手帳１・
２級の方と３級の内部
障がいがある方
●重度の知的障がい（
療育手帳Ａ判定）と診
断された方

通院・入院 ◆小学校就学前の子と小学生以上
で住民税非課税世帯
●医科580円、歯科510円、柔道
整復270円（初診時だけ）
●小学校就学前の子が市内の医療
機関を受診＝無料
◆小学生以上で住民税課税世帯
総医療費の１割（月額の上限は通
院１万2,000円、入院４万4,400円）

●本人の健康保
険証
●身体障害者手
帳や療育手帳、
精神障害者保健
福祉手帳など、
障がいを証明で
きるもの

精神障害者保健福祉手
帳１級を持っている方

通院

ひとり
親家庭
等医療

次のいずれかに該当す
る家庭で、18歳未満（
18歳以上の特例あり）
の子と、その母か父
●母子・父子家庭
●両親がいない家庭
＊両親のいずれかに重
度の障がいがあるとき
は、対象になる場合が
あります。

●子ども
＝通院・
入院
●母か父
＝入院

●本人の健康保
険証
●戸籍謄本など、
ひとり親家庭を
証明できるもの
＊18歳以上の子
の特例の場合、
在学証明書など
扶養の状況を証
明できるもの。

申込み　直接、健康推進課か各出張所、団
地住民センター、エルフィンパーク
＊郵便、電話での申し込みは受け
付けません。

中学生までの子や重度の
障がいがある方、ひとり
親家庭などで一定の要件
に該当する方に、医療費
の一部を助成します。

＊所得制限があります。
転入してきた方は、申請
時に所得額と住民税額が
分かるもの（所得課税証
明書など）が必要です。

検診の種類 対象
（年齢は受診日現在）

受診料（自己負担額）
住民税
課税世帯

非課税世帯
か70歳以上

乳がん
（視触診とマンモ
グラフィー）

40歳以上で平成26年度未
受診の女性（２年に１回） 1,600円 500円

子宮がん
（けい部）

20歳以上で平成26年度未
受診の女性（２年に１回） 1,500円 500円胃がん

（胃バリウム） 35歳以上

大腸がん
（便の検査） 40歳以上 700円 200円

肺がん
（胸部レントゲン）40歳以上

40～64歳＝
400円

65歳以上＝
無料

40～64歳＝
100円

65歳以上＝
無料

前立腺がん
（血液検査）

40歳以上で平成26年度未
受診の男性（２年に１回） 600円 200円

骨粗しょう症
（腕のＸ線）

40・45・50・55・60・65・
70歳の女性 300円 100円

肝炎ウイルス 40歳以上で過去未受診の
方（健診と同時受診） 1,000円 300円

循環器健診 40歳以上で生活保護世帯 無料エキノコックス症 小学３年以上

保
健 問合せ　健康推進課（内線807）

保
健 問合せ　保険年金課（内線663）

定員　各日先着100人 

　５月11日㈪～17日㈰
日程 発車時間 乗車場所
６月
15日㈪
16日㈫

午前８時00分 団地住民センター
　　８時15分 農民研修センター
　　８時35分 大曲会館

６月
17日㈬
18日㈭
19日㈮

午前８時00分 東記念館
　　８時15分 団地住民センター
　　８時35分 大曲会館

６月
22日㈪
23日㈫

午前８時00分 東記念館
　　８時15分 団地住民センター
　　８時35分 西の里会館

中学生は、毎年申請が必要
です。入院が決まったなど、
必要な時に申請してくださ
い。

＊健康保険の対象外の費
用（予防接種、薬の容器、
おむつ、入院時の食事代
など）は自己負担です。
＊住所や口座、加入して
いる健康保険などが変更
になった場合、変更届が
必要です。
＊転出する方は、受給者
証を返還し、資格喪失の
届け出をしてください。

申込み　
保険年金課か
各出張所
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■エコミュージアム講演会
■地域遺産発見バスツアー（夏～秋）
■カンジキＤＥ自然観察（平成28年３
月上旬）

関連講座や催しなどの詳細は、本紙や市ホームページ「教育委員会」でお知らせします。

■ライトアップ
（夏と秋を予定）
今年も駅逓を光で照ら
します。

市職員が地域に出向いて、市の施
策や制度などを分かりやすく説明
します。136の講座メニューから、
希望のテーマを選んでください。
対象　市内にお住まいか通勤・通
学している５人以上の団体やグル
ープ
申込期限　希望日の14日前
＊原則として、平日の１時間程度
です。一部、実費が掛かるものが
あります。

●会場は申込者が確保してください。会
場使用料が掛かるときは、申込者の負担
となります。
＊地区センターなどの場合は、使用料が
免除されます。施設の窓口で、出前トー
ク・出前講座で使用することを伝えてく
ださい。
●申込書と出前講座メニューは市民課と
各出張所、団地住民センター、エルフィ
ンパークにあります。市ホームページ「
申請書ダウンロード→市民課（市民生活
担当）」からも印刷できます。
申込み　所定の申込書で市民課

生
活 問合せ　市民課（内線700）

市長が地域に出向き、膝を交えて
意見交換します。
対象　市内のおおむね10人以上の
自治会・町内会やサークル、ＮＰ
Ｏ、学校などの団体
開催日　３・６・９・12月を除く日
内容　テーマを基に、１時間程度
話をします
申込期限　希望日の前月の１日
＊市長の都合によって、希望に添
えないことがあります。

エコミュージアムセンター所蔵と市
民の皆さんから借りた写真でまちの
歴史を振り返ります。
浮かび上がる北広島のあのころ、あ
の日、あの時…。

６月６日㈯～７月20日㈪

写真から見る
　　　　北広島のあゆみ

ことしの夏は、昆虫と植物の不思
議に迫ろう！
関連講座　昆虫標本を作ろう

７月25日㈯～８月16日㈰

夏休み子ども特別展
知新の駅で大発見！　
きたひろしまの昆虫と植物

冬休み子ども特別展

12月19日㈯～平成28年１月17日㈰
北広島産出の化石たちが物語る、
太古の謎とロマン。
関連講座　北広島のマンモスのお話

きたひろしまでマンモス!?
謎とロマンの物語

まちの発展を支えてきた道具たち。
郷土の歴史や昔の暮らしを、たくさ
んの道具から学ぶことができます。
昔と今を比べて未来を考えてみませ
んか。

９月５日㈯～11月29日㈰

仕事とくらしの道具展
～大正・昭和の時代から～

北海道における駅逓の役割と歩みに
ついて、島松駅逓所取扱人であった
中山久蔵に関する資料を展示しなが
ら、その人物史とともに分かりやす
く解説します。

平成28年
２月６日㈯～
　　５月８日㈰

中山久蔵と
　島松駅逓所

問合せ　エコミュージアムセンター知新の駅（☎373-0188）

催
し
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